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輝かしいミライに
羽ばたけハタチ！

波多野町長へ二十歳を代表して宣誓する瀬
せ と ぐ ち

戸口 佳
け い じ

司さん

輝かしいミライに
羽ばたけハタチ！



　

１
月
７
日
、
二
十
歳
を
祝

う「
芦
屋
町
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

が
町
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
二
十
歳
に
な
っ
た

の
は
、
平
成
15
年
４
月
２
日
か

ら
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
皆
さ
ん
で
町
内
外
か
ら
、

１
１
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
記
念
式
典
で
波
多

野
町
長
は
「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大

き
な
変
化
の
波
を
乗
り
越
え
た

経
験
値
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
た

め
、
新
し
く
若
い
発
想
と
行
動

で
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
っ
て
欲
し
い
」
と
期
待
を
込

め
て
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
を
代
表
し
て
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
た
瀬せ
と
ぐ
ち

戸
口 

佳け
い
じ司

さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
等
し
く

二
十
歳
と
し
て
の
自
覚
を
新
た

に
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の

若
さ
と
情
熱
を
明
る
い
町
づ
く

り
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
た
ち

の
た
め
に
注
ぎ
、
日
々
精
進
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｙ
Ａ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
吹
奏

楽
団
に
よ
る
お
祝
い
の
演
奏
も

披
露
さ
れ
、
式
典
は
華
や
か
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
恩
師
と
の
交
流

二
十
歳
お
め
で
と
う
！

二
十
歳
の
皆
さ
ん
の

抱
負
や
夢
！
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会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
た
ち
と
近
況
報

告
や
昔
の
思
い
出
を
語
り
、
た

く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

二
十
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん

は
、
大
人
に
な
る
責
任
と
自
覚

を
持
ち
、
将
来
に
向
け
た
夢
と

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
表
情
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

今年も健康でいられますように今年も健康でいられますように
１月 11 日　若葉保育所　鏡開き

　若葉保育所で鏡開きが行われました。「大昔は、鏡には
神様が宿ると言われていた。餅を鏡に見立ててお供えし、
１年の健康などを願った。鏡開きで開いた餅を小さくして、
あられにして食べることで神様にお祈りした願いをいただ
く」という説明を聞いた子どもたちは、順番に鏡餅を木槌
で叩いた後、あられになる餅を想像しながら、手で小さく
ちぎっていました。

人権の輪を広げて人権の輪を広げて
12 月９日　第 25 回芦屋町人権まつり

　人権まつりが町民会館で行われました。会場では、りーどぼらんてぃあキ
ッズが運営するゲームコーナー、芦屋町手をつなぐリボンの会や芦屋町食生
活改善推進会の食べ物コーナー、ふれあいイベントや町内の小中学生 10 人
による青少年の主張大会が行われ、来場した人たちで賑わっていました。人
権講演会では、講師の矢

や の
野大

たい わ
和さんが「笑って元気～必要とされる喜び～」

という演題で、生きていくためには元気であることが大切、そのためには必
要とされることが重要である、と笑いを交えながら話していました。

樋垣敦三さんの町への功績が称えられました樋垣敦三さんの町への功績が称えられました
１月 18 日　藍綬褒章伝達式

　昭和60年に芦屋町消防団第３分団に入団された樋
ひが き
垣敦

あつ み
三さん

は、芦屋町民の生命と財産を守るため、39年にわたり消防活動に
尽力されています。また、副団長として団員を統率し、災害時には
災害の拡大を未然に防ぎ、最小限の被害にとどめるなど、地域防
災にも貢献された功績から、令和５年藍

らんじゅほうしょう
綬褒章を受章されました。
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12 月 19 日　あすチャレ ! スクール

「持ち運べる図書館」の使い方「持ち運べる図書館」の使い方
１月 13 日　電子図書館利用講習会

　遠賀郡広域電子図書館サービスに利用登録すると、スマート
フォンやタブレットを使って、約 1万タイトルの本をいつでも
どこでも読むことができます。講習会では、実際に本を検索し
て借りたり、音声で読み上げる機能を体験したりしました。電
子図書をすでに利用中だという参加者は「絵本の読み聞かせ音
声を流したら、ゲームに気を取られがちな子が本に注目してく
れたり、セリフを暗唱しだしたりして驚いた」と話していました。

もったいないをありがとうにもったいないをありがとうに
12 月 16 日　フードパントリーボランティア研修 

　フードパントリーボランティア研修が町民会館で行われ、
12人が参加しました。フードパントリーとは、困っている人
に食料品などを提供する取り組みです。後半には実際に食品
を選んで持ち帰る体験も行われました。講師の中間市社会福
祉協議会の馬

まど の
殿さんは、「もったいないをありがとうにとい

うキーワードで取り組んでいます。フードロスをなくし必要
な人に食事が届くことで喜ばれています」と話していました。
体験した参加者は、「もらえるものが多くて重い。ありがたみ
を感じる。こういった活動をもっと知ってもらっていいと思
う」と話していました。

パラアスリートが行く！パラスポーツ体験型出前授業パラアスリートが行く！パラスポーツ体験型出前授業

　日本財団パラスポーツサポートセンターが主催するこのプログラム
は、全国の小・中・高等学校や特別支援学校で行われており、スポー
ツを通じて共生社会への気づきや学びの機会を提供することで「あす
チャレ！（明日へのチャレンジ）」につなげることを目的としています。
今回の講師はパラリンピック４大会出場、男子車いすバスケットボー
ル元日本代表神

じん ぼ
保康

やすひろ
広さん。参加した芦屋小学校の４年生は「車いす

で自転車くらい速く動いていてびっくりした。初めて乗ったら、曲が
るのも難しかった。先生が何度もゴールにチャレンジする姿を見て、
私もバスケをたくさん練習してうまくなりたいと思った」と話してい
ました。
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高
齢
者
能
力
活
用
事
業
登
録
者
募
集

　

今
ま
で
の
経
験
や
技
能
を

生
か
し
て
働
く
こ
と
で
、
健

康
と
生
き
が
い
を
高
め
ま
せ

ん
か
。

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
健
康
な
人
（
70
歳
代
の
人
も
多

く
働
い
て
い
ま
す
）

▽�

職
種　
◎
技
能
分
野
＝
せ
ん
定
、
草
刈
り
、

ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
張
り
替
え
（
時
給

１
０
２
０
円
）、
車
両
運
転
な
ど
（
時
給
９

７
０
円
）

　

�

◎
労
務
分
野
＝
草
取
り
、
清
掃
、
軽
作
業

な
ど
（
時
給
９
４
５
円
）

▽�

勤
務
時
間　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時

※�

業
務
の
必
要
性
に
応
じ
、
日
々
雇
用
と
な

り
ま
す
。

�

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
高

齢
者
能
力
活
用
事
業
係
（
☎
２
２
２
‐
２

８
１
８
）
へ

※�

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に

あ
り
ま
す
。

「
緑
の
教
室
」
受
講
者
募
集
（
無
料
）

　
森
林
、樹
木
、庭
木
の
育
て
方
や
管
理
な
ど
、

緑
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
座
学
で
学
ぶ「
緑

の
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽�
対
象　
県
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
年
間

を
と
お
し
て
出
席
で
き
る
人

▽�

と
き　
４
月
～
12
月
（
5
月
除
く
）
の
原

則
第
3
ま
た
は
第
4
日
曜
日
（
全
8
回
）

　
①�

午
前
の
部
＝
午
前
9
時
30
分
～
正
午

　
②�

午
後
の
部
＝
午
後
1
時
30
分
～
４
時

　
③
動
画
受
講

※�

③
は
、
講
座
の
様
子
を
録
画
し
た
も
の
を

毎
月
末
に
送
信
予
定

※�

申
し
込
み
時
に
①
～
③
で
希
望
す
る
も
の

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

と
こ
ろ　
①
②
＝
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市
田
主
丸
町
）、
③
＝
動
画
を
受

講
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信

▽�

定
員　
①
～
③
＝
各
50
人

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん

▽�

申
し
込
み　
２
月
16
日
金
～
３
月
19
日
火

に
は
が
き
、
F
A
X
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
福
岡
県
緑
化

セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２
‐
１

１
９
３
）
へ

※�

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
か
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
職
員
募
集

■
臨
時
的
任
用
職
員

▽�

雇
用
期
間　
4
月
1
日
～
9
月
30
日

※�

任
期
を
、
6
カ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
更

新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
採
用
人
数
（
予
定
）�　
１
人

▽�

業
務
内
容　
一
般
事
務

▽�

応
募
要
件　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
人
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

を
持
っ
て
い
る
人

▽
勤
務
地　
組
合
事
務
所
（
遠
賀
町
）

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
７
時
間
45
分
）

▽�

給
料
（
参
考
）　

大
卒
18
万
５
２
０
０
円

（
1
月
1
日
現
在
）

※�
常
勤
職
員
に
準
じ
て
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▽�
申
込
期
間　
２
月
13
日
火
～
３
月
15
日
金

■
会
計
年
度
任
用
職
員

　

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て

登
録
者
の
中
か
ら
条
件
に
合
う
人
を
任
用
し

ま
す
。

▽
登
録
期
間　
4
月
1
日
月
か
ら
2
年
間

▽�

業
務
内
容　
一
般
事
務
補
助

▽
勤
務
地　
遠
賀
郡
内

▽�

報
酬
（
参
考
）　

日
給
７
２
９
３
円
（
７
時

間
45
分
勤
務
の
場
合
）

【
共
通
事
項
】

▽�

申
込
方
法　
当
組
合
総
務
課
庶
務
係
に
申

込
書
を
提
出

※�

申
込
書
は
、
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
（
☎
２
９
３
‐

３
５
８
１
）
へ

A
S
H
I
Y
A
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

▽�

と
き　
3
月
3
日

日・午
後
5
時
（
開

場
は
４
時
30
分
）

か
ら

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会

館
大
ホ
ー
ル

▽�

曲
目　

ア
イ
ド

ル
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
、

魔
女
の
宅
急
便
メ
ド
レ
ー
、
ポ
ケ
モ
ン
メ

ド
レ
ー
な
ど

▽
料
金　
５
０
０
円

※�

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
A
S
H
I
Y
A
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
吹
奏
楽
団
代
表
（
☎
〈
０
８
０
〉

１
７
２
４
‐
４
６
１
７
）

みんなの

ひろば

緑の教室
ホームページ

遠賀中間事務組合
ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

砂さ
き
ゅ
う丘
行ゆ

く
靴
が
溺お

ぼ

る
る
細さ

さ
め
ゆ
き雪

�

野
口
加
津
美

私
も
雪
の
ひ
と
ひ
ら
野
に
消
ゆ
る

�

小
川　
雪
野

硬か
た
や
ま山
の
頂

い
た
だ
きた
ひ
ら
に
初
日
の
出

�

花
田
八
代
美

海ご

め鴎
翔た

ち
し
ひ
か
り
へ
倒
れ
冬ふ

ゆ

怒ど
と
う涛

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

群む
れ
ど
り鳥
の
飛
び
立
つ
大た

い
か河
淑し

ゅ
く
き気
満
つ

�

田
尾
三
千
枝

冬
ざ
れ
や
潮
の
匂
ひ
の
地
蔵
堂

�

縄
田　
惠
子

「
地な

い震
」
と
記き

し
あ
と
は
埋
ま
ら
ぬ
初
日
記

�

仲
山
ク
ニ
子

「
生
き
と
っ
た
」
抱
き
あ
ふ
能の

と登
の
冬
帽
子

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

暖
か
な
日
差
し
浴
び
た
る
寒か

ん
ざ
く
ら桜

蕾つ
ぼ
みふ
く
ら
む
公
園
の
中

�

宮
﨑
佐
代
子

ハ
ラ
ン
葉ば

は
空あ

き
や家
の
庭
の
藪や

ぶ

の
な
か

青
色
放は

な

ち
て
群ぐ

ん
せ
い生
し
た
り

�

村
上　
一
惠

「
角か

ど

の
家
に
越こ

し
て
来
ま
し
た
」
と
若
い
主
婦

『
赤
い
帽
子
』
の
小
箱
さ
し
出
す

�

田
中
勢
津
子

転
ぶ
な
と
弟

お
と
う
との
賀が

じ
ょ
う状
届
き
た
る

一
人
ぐ
ら
し
の
我わ

れ

に
書
き
そ
え
て

�

後
藤　
征
子

【一般書】
きらん風

ふうげつ
月 永井　紗

さ や こ
耶子� 著

彷
さ ま よ

徨う者たち 中山　七
しちり
里� 著

まぼろしを織る ほしお　さなえ� 著
不
ふしちょう
死鳥 西村　健

たけし
� 著

【児童書】
インサイド 佐藤　まどか� 作
ぼくは、ういてる。 なかがわ　ちひろ�作
たんぽぽになりたくて 内田　麟

りんたろう
太郎� 作

ひなだん　とことことーん おおい　じゅんこ� 作
ひみつのたからもの 豊

とよふく
福　まきこ� 作

風に立つ
　　柚

� ゆ づ き

月　裕
� ゆ う こ

子　著

と　き 　　出　演・催　し　　
６日水 赤ちゃんおはなし会たっち
10 日日 にじの会
16 日土 おはなしトントン
24 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

俳
句
・
短
歌

■休館日　�４日月、11日月、18日月、25日月、
28日木

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ３月

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　家庭裁判所に送られてきた少
年を預かる補導委託の引き受け
を突然申し出た、南部鉄器職人
の父・孝雄。職人としては一目置
いているが、仕事一筋で決して良
い親とは言えなかった父の行動
に戸惑う悟。納得いかぬまま少
年と工房で共に働くうちに、悟の
心にも少しずつ変化が訪れて…。

▽ �とき　３月３日日・午後２時から（上映時間60分）

▽ �ところ　図書館多目的室

▽ �上映作品　「おしりたんてい２」

▽ �定員　40人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　２月１日木から、電話または図書館カウ
ンターで受け付け

▽ �内容　レディーにやさしくスイートポテトが大
好きな「おしりたんてい」が、助手のブラウン
とともに、事件をププッと解決。窃盗団「ブラ
ックシャドーだん」が町に現れ、おしりたんて
いとブラウンは捜査を開始する。

お楽しみ上映会

　今年は東日本大震災から
13 年目を迎えます。元日に
は能登半島地震も起きたば
かりです。私たちにできる
ことは何かを考える機会と
して、災害に負けない人々の姿や万一に備えた防
災を考えるために参考となる本を用意しました。△

ところ　図書館１階・階段横特集コーナー

東日本大震災特集
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３月は自殺対策強化月間です
～ひとりで悩んでいませんか～

　自殺は、「さまざまな悩みが原因で、心理的に追い込まれた末の死」です。もし、
あなたが悩みを抱えているのなら、ひとりで悩まず、ちょっと相談してみませ
んか。何も知らない相手だから何でも話せるかもしれません。
　また、仕事や家庭などで普段接している人が、何か悩んでいるように見えたら、
「眠れていますか」「つらそうだけど、どうしたの」など、まず、声をかけるこ
とから始めてみませんか。
　悩んでいる人に気付き、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につ
なげ、見守る人をゲートキーパー（命の門番）と言います。何も特
別な資格は必要ありません。
　身近な人の「こころのサイン」に関心を持ち、「こころの変調」や「自殺のきざし」
に気付けるようにしましょう。

【主な相談窓口】
■24時間年中無休

▽北九州いのちの電話　☎６５３‐４３４３

▽福岡いのちの電話　☎〈０９２〉７４１‐４３４３

▽ 24 時間子供 SOSダイヤル　☎０１２０‐０‐７８３１０（無料）

▽ふくおか自殺予防ホットライン　☎〈０９２〉５９２‐０７８３
■その他

▽ふくおか自殺予防ホットライン　☎０１２０‐０２０‐７６７（無料）
　平日＝午後４時～翌日午前９時　休日＝午前９時～翌日午前９時

▽ LINE 相談　（ID：@469xxbam）
　毎週月・木曜日　午後４時～７時　（年末年始は除く）

▽ �いのちの電話　インターネット相談（メール） いのちの電話

LINE 相談

ふくおか自殺予防
ホットライン

　芦屋町では、皆さんの利便性向上と災害時の通信
手段の提供を目的に、Wi-Fi 環境を整備しています。
スマートフォンなどのWi-Fi 対応機器を利用して、
無料でインターネットに接続することができます。

▽ �利用できるところ　中央公民館、総合体育館、芦
屋町役場、町民会館

▽ �問い合わせ　広報情報係　（☎２２３‐３５７５）

　　Wi-Fi（公衆無線 LAN）使えます
　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの
広告を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87× 50㎜（この記事の枠内）
▷掲載料金　１枠 1万円で、２月以上掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の
１日までに広報情報係（☎２２３‐
３５６９）へ申込書を提出

広報あしやに、広告を掲載しませんか
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11
月
25
日
に
行
わ
れ
た
あ
し
や
ま
ち

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ

あ
キ
ッ
ズ
は
、
地
元
農
家
の
野
菜
販
売

を
手
伝
い
ま
し
た
。
研
修
の
テ
ー
マ
は

２
つ
。

①�

接
客
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ぶ
。

②�

り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
の
存

在
や
活
動
内
容
を
出
店
者
、
来
場
者

に
知
っ
て
も
ら
う
。

　

最
初
に
、
販
売
す
る
野
菜
の
名
前
、

販
売
の
手
順
の
説
明
と
注
意
点
を
教
え

て
も
ら
い
、
配
置
に
つ
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
開
店
で
す
。
ド
ア
を
開
け

る
と
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
流
れ
込
ん

で
き
て
大
に
ぎ
わ
い
で
す
。
注
文
の
声

が
次
々
に
飛
び
交
い
、
作
業
が
追
い
付

か
な
い
た
め
、
み
ん
な
で
分
担
し
ま
し

た
。
キ
ッ
ズ
は
「
ど
ん
ど
ん
売
れ
て
い

く
の
で
楽
し
か
っ
た
」「
人
か
ら
喜
ば
れ

る
も
の
を
売
る
こ
と
は
気
持

ち
が
い
い
」「
も
っ
と
売
り

た
い
！
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

　

最
後
に
、
売
り
上
げ
の
計
算
を
行
い
、

数
字
が
合
う
と
キ
ッ
ズ
は
安
心
し
た
様

子
で
し
た
。
み
ん
な
の
頑
張
り
で
、
来

場
者
も
昨
年
の
3
倍
以
上
と
な
り
、
に

ぎ
わ
い
創
出
の
一
翼
を
立
派
に
担
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
、
野
菜
を
売
る
！
（
第
４
回
研
修
会
） ▽�

問
い
合
わ
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

り

ー

ど

通

信

№
52

家
庭
で
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
以
下
、

ネ
ッ
ト
）
の
利
用
は
ま
す
ま
す
低
年
齢
化

し
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ネ
ッ
ト
や
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
利
用
時
間
も
増
え
て

い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
依
存
、
ゲ
ー
ム
依
存
と

い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
て
、
不
安
に
思
っ

て
い
る
保
護
者
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
こ
で
今
回
は
、
子
ど
も
の
ネ

ッ
ト
利
用
の
現
状
と
ル
ー
ル
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
内
閣
府
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
時
間
は
小
学
生
で
は
1

時
間
未
満
が
多
い
で
す
が
、
中
学
生
・
高

校
生
と
な
る
に
つ
れ
て
増
加
し
、
高
校
生

で
は
5
時
間
以
上
利
用
す
る
割
合
が
22
％

に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生

で
は
動
画
視
聴
や
ゲ
ー
ム
が
多
く
、
中
学

生
に
な
る
と
S
N
S
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
利
用
や
音
楽
視
聴

が
加
わ
り
、
高
校
生
に
な
る
と
さ
ら
に
幅

広
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
一
番
厄
介
な

の
が
ゲ
ー
ム
で
す
。
最
近
は
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
ゲ
ー
ム
や
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
系
の
ゲ

ー
ム
（
生
き
残
り
を
目
指
す
ゲ
ー
ム
）
が

人
気
で
、
一
定
の
時
間
が
か
か
り
、
終
わ

り
が
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
何
人

か
の
チ
ー
ム
で
行
う
も
の
は
、
責
任
感
か

ら
自
分
だ
け
抜
け
に
く
い
状
況
に
な
る
た

め
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が
長
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
自
体
を
娯
楽
と
し

て
楽
し
む
分
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ゲ
ー
ム
に
依
存
す
る
と
、
朝
起
き
ら
れ
な

い
、
昼
夜
逆
転
、
成
績
低
下
、
学
校
の
欠

席
、
不
規
則
な
食
事
な
ど
生
活
す
る
う
え

で
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
の
依
存
か

ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、
家
庭
で

ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
た

だ
し
、
ル
ー
ル
づ
く
り
は
保
護
者
が
一
方

的
に
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

と
一
緒
に
利
用
目
的
や
利
用
場
所
・
時
間

帯
を
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
そ
の
ル
ー
ル
は
、
成
長
に
合

わ
せ
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ル
ー
ル
を
決
め
、
親
子
と
も
に
ス
ト
レ
ス

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

上
手
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ゲ
ー
ム
と
付
き
合

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽ �問い合わせ　社会教育係�
（☎２２３‐３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.190

　

り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ
事

業
は
、
今
後
も
芦
屋
町
の
特
性
を
活

か
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
場
と

な
る
よ
う
に
、
見
学
や
体
験
を
盛
り

込
ん
だ
活
動
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
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や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
軽
い

負
荷
で
ゆ
っ
く
り
動
作
す
る
こ
と
で
筋

力
増
強
を
図
る
運
動
法
で
す
。
普
段
、

体
を
動
か
す
こ
と
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
人
や
、
筋
力
に
自
信
が
な
い
人
で
も

無
理
な
く
で
き
る
内
容
で
す
。
健
康
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽�
と
き　

３
月
17
日
日
、
24
日
日
・
午

後
５
時
～
7
時

※�

両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室

▽�

対
象　
18
歳
以
上

▽�

参
加
費　

町
内
者
1
回
２
０
０
円
、

町
外
者
１
回
４
０
０
円

▽�

定
員　

各
回
10
人
（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

講
師　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ナ
ー

大お
お
ば庭
公き
み
こ子
さ
ん

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、
水
分

補
給
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や

す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　
２
月
27
日
火
～
3
月
12

日
火
・
午
前
8
時
30
分
～
午
後
9
時

に
、
総
合
体
育
館
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
１
）
へ

※�

事
前
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
講
座
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　

３
月
25
日
月
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１
時

は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
場
合
、
60
～

64
歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人

の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
カ
ー
ド
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
町
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

運
動
不
足
の
解
消
や
生
活
習
慣
の
改

善
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
１
万
歩
め
ざ
し
て
み
ん
な

で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

３
月
26
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
の
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　

３
月
22
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
診
査

　

令
和
5
年
度
健
康
診
査
の
受
診
期
限

は
3
月
31
日
日
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
人
は
、
実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診

票
は
令
和
５
年
４
月
下
旬
～
5
月
上
旬

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
５
年
５
月
以
降
に

75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
月
の
10
日

ご
ろ
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
受
診

は
、
75
歳
の
誕
生
日
以
降
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

受
診
票
の
再
発
行
や
実
施
医
療
機
関

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※�

受
診
票
の
再
発
行
に
は
1
週
間
ほ
ど

か
か
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
方
法　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
子
育
て
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染
症
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施

医
療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相

談
後
、
受
診
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
、
受

診
票
、
自
己
負
担
金
５
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

か
ら
だ
、
ゲ
ン
キ
！
教
室

新
規
参
加
者
募
集

　
一
緒
に
楽
し
く
運
動
し
て
、
健
康
に
な

る
た
め
の
教
室
で
す
。
気
持
ち
よ
く
体
を

動
か
し
、
メ
タ
ボ
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

体
を
動
か
し
、
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
加
え
、
認
知
症
予
防

や
不
眠
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
令
和
6
年

度
か
ら
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
４
月
８
日
～
令
和
７
年
３
月

17
日
の
毎
週
月
曜
日
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
全
40
回
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館

▽�

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

▽�

対
象　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
令
和
６
年
度
に
若
者
健
診
ま

た
は
特
定
健
診
を
受
診
す
る
人

※�

医
療
機
関
通
院
中
の
人
は
、
医
師
の

許
可
（
意
見
書
）
が
必
要
で
す
。

▽�

定
員　
30
人
程
度

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、
水
分

補
給
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や

す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　

３
月
18
日
月
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

一
時
保
育
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
、
一
時
的
に
保
育
を
必
要
と

す
る
乳
幼
児
を
保
育
園
で
預
か
り
ま
す
。

▽�
対
象　
原
則
６
カ
月
児
～
就
学
前
の

町
内
に
住
ん
で
い
る
乳
幼
児

▽�

保
育
日
時　
⃝
芦
屋
保
育
園
＝
月
～

土
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

�⃝

緑
ヶ
丘
保
育
園
＝
月
～
金
・
午
前

９
時
～
午
後
４
時

※
保
育
園
の
休
園
日
を
除
く

▽�

利
用
料
金

　
３
歳
未
満
児
＝
１
時
間
５
０
０
円

　
３
歳
以
上
児
＝
１
時
間
４
０
０
円

※�

お
や
つ
代
を
含
み
ま
す
。
別
途
給
食

費
が
１
日
２
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

※
半
日
、
１
日
単
位
も
あ
り
ま
す
。

※�

利
用
に
は
事
前
登
録
・
予
約
が
必
要

で
す
。

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
保
育
園
（
☎
２
２

３
‐
０
３
４
３
）

　

�

緑
ヶ
丘
保
育
園
（
☎
２
２
３
‐
１
７

４
６
）

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　３月 13日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおも
ちゃを用意して待っています。

３月の日曜開館日　３日・17日

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

�「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

♥おもちゃ病院

　 �　壊れたおもちゃはありませんか。おもちゃドクター
が修理してくれます。事前に預かることもできます。

　 ▽ �とき　３月２日土・午前10時～午後３時
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　３月４日月・午前11時～11時 30分
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　３月15日金・午前11時～11時 30分
♥すくすく広場「ベビーマッサージ」
　（10組限定）

　 ※３月 12日火から予約開始

　 ▽ �とき　３月26日火・午前10時～11時
　 ▽ �持ってくるもの　バスタオル、水分補給の飲み物

♥育児相談
　�【ほほえみ相談】�小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　３月６日水・午前10時～正午
　※�町内に住んでいる人のみ予約できます。
　 ▽ �予約　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）
　�【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談

　 ▽ �とき　３月 12日火・午前 10時～正午�
　▷�持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母
子健康手帳

　※町外の人も相談できます（予約不要）。
　【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

　 � 　３月の相談日はありませんが、気になることが
あれば、気軽に電話してください。
　※次回は、４月９日火です。

広報あしや　2024.3⑪ 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

３
月
７
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

◎�

３
月
21
日
木
＝
橋
本�

求も
と
む相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

３
月
14
日
木
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

家
庭
、
相
続
、
登
記
、

戸
籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の

人
権
問
題
な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
な
ど
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

困
り
ご
と
相
談
室
・

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
巡
回
相
談
会

　

家
庭
の
困
り
ご
と
や
子
育
て
の
悩
み

に
、
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
業
所
の

相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
一
人
で
が
ん
ば

り
す
ぎ
な
い
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

毎
月
第
１
火
・
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分（
１
組
90
分
程
度
）

▽�
と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
て
生
活
保

護
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　

相
談
日
前
日
ま
で
に
、

障
が
い
者
・
生
活
支
援
係（
☎
２
２
３
‐

３
５
３
０
）
へ

成
年
後
見
制
度
の
無
料
出
張
相
談

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
は
、
生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売

で
必
要
の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
の
権
利
や
財

産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　

３
月
27
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内

▽�

と
こ
ろ　

岡
垣
町
役
場
（
岡
垣
町
野

間
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
３
月
１
日
金
か
ら
岡
垣

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

８
２
‐
１
２
１
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
芦
屋
町

で
は
、
７
月
に
開
催
予
定
で
す
。
開

催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■�
春
期
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
補
助
員

　
（
各
小
学
校
区
学
童
ク
ラ
ブ
）

▽
任
期　
３
月
22
日
金
～
31
日
日

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
同
職
種
が
あ
る

場
合
に
引
き
続
き
任
用
さ
れ
る
場
合

あ
り
（
た
だ
し
、
4
月
12
日
金
ま
で
）

▽
募
集
人
数　
３
人
程
度

▽�

仕
事
内
容　

①
児
童
の
保
育
（
宿
題

や
遊
び
の
見
守
り
、
お
や
つ
な
ど
飲
食

の
準
備
）　

②
児
童
の
生
活
指
導
（
集

団
生
活
の
支
援
、
事
故
防
止
）　

③
支

援
員
の
補
佐
（
お
楽
し
み
会
の
運
営
な

ど
）

▽�

勤
務
時
間　
午
前
７
時
30
分
～
午
後

６
時
30
分
で
４
～
７
時
間
程
度
（
シ

フ
ト
制
、
週
35
時
間
程
度
）

▽�

勤
務
形
態　
週
５
日
勤
務
（
月
～
土

曜
日
）

▽�

報
酬　
時
給
９
９
２
円

▽�

保
険　
社
会
保
険
あ
り
、
雇
用
保
険

な
し

▽�

募
集
要
件　
高
校
生
不
可

▽
試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
３
月
11
日
月
ま
で
に
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

人
事
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）
へ

提
出

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）
が
原
則
適
用
と
な
り
ま
す
。

相
談
・
募
集
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令
和
５
年
度
第
４
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
２
月
27
日
火

～
３
月
13
日
水

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
３
月
５
日
火
～
13
日
水

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
８
１
‐
８
０
２
９
）
へ

自
治
区
公
民
館
体
操
を

新
規
に
行
う
地
区
を
募
集

　
町
で
は
、
自
治
区
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
体
操
を
す
る
「
自
治
区
公
民
館
体
操
」

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
令
和

６
年
度
か
ら
新
規
に
自
治
区
公
民
館
体

操
を
行
う
地
区
を
募
集
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
家
庭
で
元
気
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
自
宅
で
も
で
き
る
体
操

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▽�

募
集　
３
地
区
（
先
着
順
）

※�

複
数
の
地
区
の
合
同
で
も
可
能
で
す
。

▽�

費
用　
無
料

▽�

指
導
者　
健
康
運
動
実
践
指
導
者

▽�

申
し
込
み
条
件　
①
10
人
以
上
参
加

で
き
る
こ
と�

②
公
民
館
、
い
す
な
ど

の
会
場
や
備
品
が
確
保
で
き
る
こ
と

※�

自
治
区
長
に
相
談
の
う
え
、
４
月
12

日
金
ま
で
に
、
高
齢
者
支
援
係
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
６
）

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

▽�

受
験
資
格�

◦�

平
成
６
年
４
月
２
日
～
15
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

�
◦�

15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人
は
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
こ
と　

①
大
学
卒
業
ま
た
は
令
和
７
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人　

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
人

▽
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

▽�

申
し
込
み　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
み
）
２
月
22

日
木
・
午
前
９
時

～
３
月
25
日
月
受

信
有
効

▽�

第
１
次
試
験　
５
月
26
日
日

▽�

問
い
合
わ
せ　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
申
し
込
み
に
関
す
る
こ
と
＝
人
事

院
人
材
局
試
験
課
（
☎
〈
０
３
〉
３

５
８
１
‐
５
３
１
１
内
線
２
３
３
２
）、

そ
の
ほ
か
試
験
に
関
す
る
こ
と
＝
福

岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
〈
０
９
２
〉
４
１
１
‐
０
０
３
１

内
線
２
４
３
２
）

山
鹿
排
水
機
場
と
水
門
の

操
作
員
募
集

▽�

委
託
期
間　
4
月
1
日
～
令
和
7
年

3
月
31
日

▽
募
集
人
員　
１
人

▽�

仕
事
内
容　
山
鹿
排
水
機
場
と
唐
戸
・

汐
入
川
水
門
の
操
作
、
点
検
や
整
備
、

記
録
、
報
告
な
ど
（
２
人
体
制
）

▽
勤
務
時
間　
降
雨
時
（
一
時
的
な
大

雨
な
ど
）
年
60
日
程
度

※
深
夜
勤
務
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
委
託
料　
時
給
２
８
０
０
円
程
度

※
深
夜
＝
３
５
０
０
円
程
度

▽
面
接
日　
３
月
15
日
金

▽
申
し
込
み　
３
月
11
日
月
ま
で
に
履

歴
書
を
農
林
水
産
係
（
☎
２
２
３
‐

３
５
４
４
）
へ
提
出

※
履
歴
書
は
産
業
観
光
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
の

同
好
会
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

同
好
会
と
し
て
の
登
録
を
す
る
と
、

公
民
館
や
町
民
会
館
の
施
設
が
、
年
間

を
と
お
し
て
定
期
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

※�

申
請
書
は
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

※�

登
録
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

中
央
公
民
館
（
☎
２
２

２
‐
１
６
８
１
）
へ

※�

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

利
用
す
る
曜
日
や
時
間
が
希
望
ど
お

り
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い
る
人
、

地
域
の
人
や
専
門
職
の
人
が
気
軽
に
集

い
、
交
流
を
図
り
な

が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場
所
で

す
。
音
楽
を
使
っ
た
脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
体

験
や
専
門
職
の
人
か
ら
認
知
症
や
介
護

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
３
月
21
日
木
・
午
前
10
時
（
９

時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い

る
人
な
ど

▽
内
容　
音
楽
脳
ト
レ
、
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
３
月
15
日
金
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ 同好会登録

ホームページ

お
知
ら
せ

国税庁
ホームページ
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補助金の期間を延長します
　令和 5年度（一部、6年度）で終了予定としていた次の補助金の実施期間を、9年度まで延長します。
【延長する補助金】
出産祝金 子どもが生まれた家庭に最大 20万円分の町内商品券
創業促進支援事業補助金 新たに創業を行う人に最大 200 万円
空き店舗等活用事業補助金 空き店舗などを活用し事業を行う人に最大 24カ月分の家賃を補助
老朽危険家屋等解体補助金 老朽危険家屋を解体すると最大 100 万円
中古住宅解体後の新築住宅建築補助金 町内の中古住宅を購入し建て替えると最大 100 万円

新婚世帯民間賃貸住宅家賃補助金
町内の民間賃貸住宅に住む新婚世帯に 6年間で最大 72 万円分の
町内商品券

子育て世帯民間賃貸住宅家賃補助金
芦屋町に転入し、民間賃貸住宅に住む子育て世帯に 6年間で最大
72万円分の町内商品券

定住促進奨励金 町内で住宅を取得すると 3年間で最大 45万円分の町内商品券
小中学校通学費補助金 小中学生の通学費（公共交通機関定期代）を半額補助

高校生等通学費補助金 高校生などの通学費（公共交通機関定期代）の半額または2万円補助

　詳細は、町ホームページの「補助金ガイドブック」で確認してください。
▷�問い合わせ　企画係（☎２２３‐３５７０） 補助金ガイドブック

ホームページ▷

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金

を
１
年
延
長
し
ま
す

　

地
震
な
ど
に
よ
り
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
が
、人
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
た

り
、緊
急
車
両
の
通
行
を
妨
げ
た
り
す
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、撤
去
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。令
和
5
年
度
で
終
了
予
定
で

し
た
が
、
６
年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

▽�

注
意
事
項　
補
助
を
受
け
る
に
は
、正

式
に
申
請
す
る
前
に
町
と
の
協
議
が

必
要
で
す
。申
請
前
に
着
工
し
た
場
合

は
、補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

期
限　

令
和
7
年
２
月
28
日
金
ま
で

に
工
事
を
終
了
し
、
完
了
実
績
報
告
書

を
提
出

▽�

対
象　
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が
、町

内
に
存
在
す
る
道
路
に
面
す
る
高
さ

１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
を
撤
去
す
る
費
用

▽�

補
助
額　
補
助
対
象
工
事
に
係
る
費

用
の
３
分
の
２
（
上
限
16
万
円
）

※�

補
助
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
地
域
振
興・交
通
係（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
９
）
へ

バ
ス
町
内
１
０
０
円
運
賃
の

期
間
延
長

　

芦
屋
町
公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
町

内
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、１
０
０
円
で

町
内
移
動
が
可
能
と
な
る
試
行
運
行
を

令
和
5
年
度
で
終
了
予
定
で
し
た
が
、６

年
度
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
７
年
度
以
降
は
、試
行
期
間
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
決
定
し
ま
す
。

▽�

対
象
バ
ス　
芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
、北
九

州
市
営
バ
ス

▽�
対
象
区
間　
芦
屋
町
内
全
区
間

（
例
）�
芦
屋
中
央
病
院
玄
関
前

⇔

芦
屋
競

艇
場
入
口
（
芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
）

（
例
）�
第
二
粟
屋

⇔

芦
屋
中
央
病
院
下　

（
北
九
州
市
営
バ
ス
）

▽�

運
賃　
１
０
０
円

※�

小
学
生
と
障
が
い
者
は
半
額
の
50
円

で
す
。

※�

回
数
券
１
０
０
円
券
の
販
売
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
・
交
通
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉

給
付
金
（
後
期
10
月
～
３
月
分
）

　

就
労
な
ど
の
理
由
で
、
午
後
５
時
以

降
に
、
月
に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
給
付
に
は
所
得
制

お
知
ら
せ

ブロック塀
ホームページ

広報あしや　2024.3 ⑭



限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
付
額　
月
額
２
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　

３
月
22
日
金
ま
で
に
、

障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
３
０
）
へ

令
和
６
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
世
帯
に
、学
用
品
費
や
給
食

費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

▽�

対
象　
世
帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一

定
の
基
準
以
下
の
世
帯（
生
活
保
護
世

帯
は
除
く
）

▽�

申
請
期
限　
3
月
29
日
金

※�

申
請
期
限
後
も
、
随
時
、
申
請
は
受
け

付
け
ま
す
が
、
支
給
は
申
請
の
翌
月
分

か
ら
に
な
り
ま
す
。

▽�

申
請
書
類　
申
請
書
と
手
引
き
は
学

校
教
育
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
学
校
教
育
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
４
７
）
へ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

就学援助
ホームページ

出産前後の国民年金保険料が
免除になります
�　平成 31年４月から出産前後の期間の国民年
金保険料が免除される制度が始まりました。出
産予定日または出産日が属する月の前月から
４カ月間の国民年金保険料が免除になります。
届け出は、出産予定日の6カ月前からできます。
●手続きに必要なもの
　 【出産前に届け出をする場合】
　母子健康手帳など
　�【出産後に届け出をする場合】
　�出産日は役場で確認できるため原則として不
要です。ただし、被保険者と子が別世帯の
場合は、出生証明書など出産日と親子関係
を明らかにする書類が必要です。

▽届け出・問い合わせ　保険年金係
　（☎２２３‐３５３２）

みんなの ね・ん・き・ん

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援
給付金（追加給付）を給付しています

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による家計への負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世
帯（令和５年度の住民税非課税世帯）に対して、１世帯あたり７万円を給付しています。
【確認書を発送している世帯】
　１月上旬に給付金の確認書を発送した世帯には、確認書が町に返送され次第、順次、
給付を行っています。
　確認書の返送が済んでいない人は、３月 29 日金までに返送してください。なお、
非課税世帯であっても、以下の場合は確認書が送付されていない場合があり、申請が
必要です。
●�世帯の中に令和５年 1月 2日以降に転入した人がいる
●�世帯の中に確定申告または令和 5年度住民税申告をしていない人がいる
　対象者になると思われる人で、確認書が自宅に届いていない人は相談してください。
【給付のお知らせを発送している世帯】
　１月上旬に給付のお知らせを発送した世帯には、給付のお知らせに記載してある口座
に給付を行っています（振込日：２月２日）。給付のお知らせが届いている世帯で、振込
が確認できない場合は連絡してください。
▷�問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）

広報あしや　2024.3⑮



遠
賀
中
間
地
域
生
活
支
援
拠
点
等

事
業
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

遠
賀
中
間
地
域

生
活
支
援
拠
点
と

は
、
障
が
い
児
・
者

の
重
度
化
・
高
齢

化
や
親
亡
き
後
を

見
据
え
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
が
協
力
し
、
障
が
い
児
・
者
を
地
域
で

支
え
あ
う
た
め
の
し
く
み
と
し
て
、
遠
賀

中
間
地
域
で
整
備
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

介
護
者
の
急
な
入
院
な
ど
の
緊
急
時
に

相
談
を
受
け
、
障
が
い
児
・
者
が
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
な
支
援

や
、
親
元
か
ら
の
自
立
を
考
え
て
い
る
人

に
、
体
験
の
機
会
・
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

緊
急
時
や
体
験
の
機
会
・
場
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
登
録
が

必
要
で
す
。

▽�

対
象　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
障
が
い

の
あ
る
人
で
、
登
録
を
希
望
す
る
人

▽�

申
し
込
み　
登
録
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
、
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）
へ

提
出

※�

申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
障
害
者
手
帳
な
ど
、
障
が
い

が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
の
際
、
窓
口
で
登
録
希
望

者
の
生
活
状
況
な
ど
の
聞
き
取
り
を

行
い
ま
す
。

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
と
福
岡
県
が
行
う
労
働
力
調

査
は
、
国
の
雇
用
や
失
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し

た
と
き
は
、
調
査
へ
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
調
査
員
は
、
必
ず
福
岡
県
の

調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
か
た

り
調
査
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

調
査
期
間　
３
月
～
７
月

▽�

調
査
地
区　
大
君
区
の
一
部
（
三
軒

屋
区
側
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
調
査
統
計
課

調
査
第
一
班
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５

１
‐
１
１
１
１
）

住
居
表
示
番
号
が
重
複
し
て

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

住
居
表
示
番
号
と
は
、

訪
問
す
る
人
や
郵
便
物

の
配
達
人
が
わ
か
り
や

す
い
よ
う
、
建
物
に
付

け
ら
れ
る
番
号
の
こ
と

で
、
町
が
設
定
し
て
い

ま
す
。

　

住
居
表
示
番
号
の
重
複
に
よ
る
誤
っ

た
訪
問
や
配
達
で
困
っ
て
い
る
場
合
は
、

役
場
に
申
し
出
る
こ
と
で
、
番
号
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

大
字
地
区
（
大
字
芦
屋
○
○
番
地
や
大

字
山
鹿
△
△
番
地
）は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※�

２
階
建
て
以
下
の
集
合
住
宅
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

住
居
表
示
番
号
の
変
更
に
伴
う
不
動

産
登
記
、
年
金
手
帳
、
免
許
証
な
ど

の
住
所
変
更
手
続
き
は
個
人
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

お
知
ら
せ

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの受け
取りや申請ができない人のために、次の日程で休
日窓口を開設します。

▽ �とき　３月10日日・午前８時30分～正午
※�急きょ中止になる場合は、
　ホームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人
確認書類、住民基本台帳カード（持っている
人のみ）

※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証な
どの顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。不明な場合は問
い合わせてください。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな
どは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で日没～午
後９時ごろに夜間飛行訓練を行います。

と　き 予備日

ジェット機 ３月11日月・12
日火・13日水

14日木・18日
月・21日木

救難ヘリコプター
救難捜索機 毎週月・火曜日 水・木・金曜日

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）
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　ＮＨＫ放送受信料（以下、受信料）の
補助申請を受け付けます。
　３月上旬に対象世帯に申請書を送付し
ますので、あらかじめＮＨＫ発行の領収
証など必要なものを準備してください。

ＮＨＫ放送
受信料補助
申 請 受 付

　補助金申請の受け付け
と　き ところ

３月７日木～29日金
※土日祝日を除く

午前９時
� ～午後５時

総務課庶務係
（役場２階）

３月 17日日 午前９時
� ～正午 山鹿公民館

▽ �持ってくるもの
①�申請書（３月上旬に送付予定）
②�初めて申請する人や振込口座が変わる人は、申
請者（世帯主）の預金通帳など金融機関の口座
番号がわかるもの（ＪＦマリンバンクは不可）
③�ＮＨＫ発行の領収証（令和５年４月～６年３月分）
※�令和５年度分の申請は、3月 29 日金を過ぎる
と受け付けできませんので注意してください。
※�郵便での申請も受け付けます（３月 31 日日消
印有効）。
※領収証がない場合は3を見てください。

２

　領収証がない場合

※３月ごろは、ＮＨＫの電話窓口が大変混み合うので、はやめの準備をお願いします。
※�オペレーターの人数には限りがあります。つながりにくい場合は、時間をあけて掛け直してください。

▽ �領収証の発行・受信料に関する問い合わせ（支払い方法により問い合わせ先が異なります）
支払い方法　　　　　 問い合わせ先 電話番号

・口座振替払い NHKふれあいセンター
☎０５７０‐０７７‐０７７　または
☎０５０‐３７８６‐５００３
午前９時～午後６時（土日祝日も受け付け）

・クレジットカード払い
・団体一括払い
・継続振込用紙払い
・そのほかの支払い

NHK北九州局
経営管理企画センター

☎５９１‐５０２０
午前 10時～午後５時（平日のみ）

ＮＨＫに電話
をして領収証
の再発行を依
頼します。

電話で「令和５年４月から令
和６年３月までの領収証の再
発行をお願いします」と伝え
るとスムーズです。

ＮＨＫから郵
送で領収証
が届きます。

領収証を郵送
するか持参で手
続きをします。

３

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

　補助対象
　町内でＮＨＫ放送受信契約を行ってい
る世帯と事業所で、令和５年度分（５年４
月～６年３月分）の受信料を支払った人の
うち、防衛省からの半額助成を受けてない
人で、次の1～5のいずれかに当てはま
る人

１

1 山鹿地区の世帯
2 平成 30 年４月１日以降に芦屋地区へ
転入または転居した世帯

3 芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防
衛省からの半額助成が終了した世帯

4 芦屋地区で住宅防音工事が完了し、防
衛省からの 4分の１助成を受けている
世帯

5 町内の事業所
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⑱

広
告

広
告

墓の手続きを忘れずに！
　町営墓地に使用者不明の墓があります。対象の墓地に墓を所有
していて登録しているか不明な人は問い合わせてください。
※使用者不明の墓は、無縁墓として撤去することになります。
▶�対象墓地　鶴松墓地（浜口町）、御

ごびょうしょ
廟所墓地（山鹿）、田

た や
屋墓地（山

鹿）、中ノ浜墓地（中ノ浜）
▶�手続きが必要になるもの　埋葬、改葬（移転）、使
用者変更、補修、墓じまい（撤去）など
▶問い合わせ�　環境・公園係（☎２２３‐３５３８）

中
央
公
民
館
講
座　

日
本
に
関
係
す
る
国
際
法
の
話
５

　

日
本
と
近
隣
諸
国
、
国
際
社
会
全
体

と
の
関
係
は
複
雑
化
す
る
ば
か
り
で
す
。

そ
の
中
で
国
際
法
は
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
問

題
と
な
っ
て
い
る
最
近
の
事
例
を
含
め
、

専
門
家
が
詳
し
く
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

▽�

と
き　
３
月
16
日
土
・
午
前
10
時
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
深ふ
か
ま
ち町
公き
み
の
ぶ信
さ
ん
（
熊
本
大
学

名
誉
教
授
）

▽�

定
員　
60
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
３
月
１
日
金
か
ら
・
午

前
9
時
～
午
後
5
時
に
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

障
が
い
者
レ
ク
ス
ポ
大
会
を

見
学
し
ま
せ
ん
か

　

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
す

る
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

３
月
23
日
土
・
午
前
９
時
30

分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

展
示
会
情
報

　
福
岡
県
に
所
在
す
る
二
つ
の
世
界
遺
産

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・

製
鋼
、造
船
、石
炭
産
業
」と「『
神
宿
る
島
』

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
価
値

や
魅
力
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
で
す
。

▽�

と
き　
３
月
２
日
土
～
17
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
）

▽�
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽�

入
場
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
九
州
国
立
博

物
館
・
世
界
遺
産
室
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
‐
３
１
６
２
）
ま
た
は
中
央
公

民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）

地域の行政情報や

身近な話題を

声声でお届け！

　芦屋町では、視覚に障がいの
ある人や文字を読むのが困難な
高齢者などのために、「広報あ
しや」と「芦屋町議会だより」
を音声にして提供しています。
　音声データはデイジー図書
（プレクストーク対応拡張子）
とＭＰ３です。利用を希望する
人は問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　広報情報係
（☎２２３‐３５６９）

お
知
ら
せ
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　ある日、ぼくは手話で話をしている人たちをみか
けました。
　ぼくは家に帰って障がいを持つ人について考えて
みました。障がい者の人たちには、耳が聞こえない人、
目が見えない人、足が不自由な人、いろいろな人た
ちがいます。その人たちとぼくと、どうちがうので
しょうか。
　耳が聞こえなくても手話を覚えて、会話すること
はできるし、足がない人がぎ足で山を登っている話
を聞いたこともあります。この間はダウン症の人が
モデルになって活やくしているのをテレビで見まし
た。ぼくたちも障がい者も同じ人間で、何もちがわ
ないなと思いました。ぼくが新しいことにちょう戦
してできるようになった喜びを感じているのと同じ
で、障がい者の人たちも一生けん命努力をして新し
くできるようになった喜びを感じているのだと思い
ます。
　障がい者の人たちもぼくたちと同じように生活し

ていける社会を作っていくことが大切だと思います。
　そのためにぼくにできることは、目が見えない人
に声をかけて道を教えてあげたり、耳が聞こえない
人と話をするために手話を覚えたりすることなど、
考えるとたくさんあります。きっとぼくも助けても
らうことがあると思うのでだれに対してもおたがい
さまの気持ちで接することが大切だと思います。
　そうすればみんなが楽しく幸せな世界になってい
くと思います。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマ
に書いた作文で、提出された作文の中から芦屋町
人権・同和教育研究協議会が選考したものを掲載
しています。

差別をなくすために  第 465 号

みんな同じ人間 山鹿小学校６年　鳥
とりうみ
海　春

はるひと
仁

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係　（☎２２３‐３５４６）

2024 年芦屋町ブランド金賞・審査員特別賞決定

▽ �問い合わせ　商工観光係（☎２２３‐３５４２）

　�　芦屋町の豊かな自然や文化などに育まれてきた物、町内事業者により生産、製造また
は販売されている物として芦屋町ブランドに認定されたものの中から、特に優れたもの
を金賞・審査員特別賞に決定しました。

2024年 金賞 審査員特別賞

産品名 芦屋イワシみりん干し 塩ぷりん 赤
あ か し そ

紫蘇エッセンス
塩のど飴プレミアム

事業所 中西商店 あしやんぷりん パルセイユ株式会社

　今回、認定された産品は、町のホームページに掲載しているほか、役場産業観光課、芦屋町商工会、
芦屋町観光協会に設置しているカタログに掲載しています。認定された産品は、各種イベント出品
やふるさと納税返礼品への追加などを行い、各方面にその魅力を発信していきます。

芦屋町ブランドロゴマーク案
2020/02/17

GOLDEN AWARD
2020

金賞
芦 屋 町

2024

芦屋町認定品
ホームページ
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芦屋町職員芦屋町職員のの
給与・定員管理給与・定員管理のの状況状況をを

公表します公表します

  ３．３．初任給の状況初任給の状況（令和５年４月１日現在）（令和５年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒
芦屋町 185,200 円 158,900 円 151,900 円
国 185,200 円 154,600 円 －

　令和４年度決算統計調査と令和５年給与実態調査・
定員管理調査（4月 1日）の資料に基づき、芦屋町職
員の給与と定員管理などの状況を公表します。詳しく
は町のホームページで 4月末までに公開する予定です。

▽問い合わせ　人事係（☎２２３-３５７４）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

147人 5億2746万円 9859万円 1億8278万円 8億 883万円 551万円

②職員給与費の状況（令和４年度普通会計決算）

  １．１．総括総括（普通会計決算）（普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（令和５年１月１日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

前年度の
人件費率

1万3145人 96億1839万円 13億 2844万円 13.8％ 13.7％

①人件費の状況（令和４年度普通会計決算）

※普通会計とは、一般会計と給食センター特別会計のことです。
※�人件費には、特別職の給与や報酬、一般職の給料や諸手当のほか
に共済組合負担金などが含まれます。

  ２．２．平均給与月額の状況平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在）（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

芦屋町 41.0 歳 299,500 円 360,219 円 324,163 円
国 42.7 歳 323,711 円 － 405,049 円

※�平均給与月額とは、給料月額（基本給）と扶養手当、地域手当、
住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を平均した
もので、平均給与月額（国ベース）とは、国家公務員と同基準（時
間外勤務手当などは含まない）で額を平均したものです。

  ４．手当の状況４．手当の状況

支給割合
役職加算

期末手当 勤勉手当
2.40 月 1.90 月 5～ 15％

①期末手当・勤勉手当（令和４年度支給割合）

区分 勤続 20年 勤続 25年 勤続 35年 最高
限度額

１人当たりの
平均支給額

自己都合 19.67月分 28.04月分 39.76月分 47.71月分 10万円
勧奨・定年 24.59月分 33.27月分 47.71月分 47.71月分 1839万円

②退職手当（令和５年４月１日現在）

※�１人当たりの平均支給額は、令和４年度に退職した職員に支給さ
れた平均額です。

③その他の手当（令和５年４月１日現在）�

手当名 内容と支給単価
１人当たりの
平均支給年額

（令和４年度決算）

地域手当
（給料+扶養手当+管理職手当）
×支給割合（芦屋町：0％、福岡
市：10％、大野城市：6％）

� 302,025 円

特殊勤務手当 徴税特殊勤務手当、競艇場特殊勤務手当など � 203,367 円

扶養手当 子� 10,000 円
子以外� 6,500 円 233,488 円

住居手当 借家� 上限 28,000 円 245,114 円

通勤手当
公共交通機関�� 上限 55,000 円
自家用車など（2km以上）�
� 2,000 円～ 24,400 円

62,989 円

管理職手当 � 49,600 円～ 72,700 円 777,020 円
時間外手当 正規の勤務時間外の勤務 351,330 円

※�職員数は一般職に属する職員数で、休職者、育児休業者、派遣職
員を含みます。

  ６．職員数の状況６．職員数の状況（各年４月１日現在）（各年４月１日現在）

職員数（人） 対前年
増減数
（人）令和４年 令和５年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 3 3 －
総務・企画 51 51 －
税務 11 13 2
民生 25 25 －
衛生 12 12 －
農林水産 5 5 －
商工 5 5 －
土木 14 14 －

計 126 128 2
教育部門 17 19 2
　小計 143 147 4

会
計
部
門

公
営
企
業
等

下水道 4 4 －
ボートレース 22 21 △ 1
その他 5 5 －

小計 31 30 △ 1
合　計 174 177 3

区分
部門

  ５．特別職の報酬などの状況５．特別職の報酬などの状況（令和５年４月１日現在）（令和５年４月１日現在）

区分 報酬 退職手当 期末手当
議　長 345,000円

該当なし
� 6 月期 1.40 月
� 12 月期 1.40 月
（特別職加算 20％）

副議長 318,000円
議　員 298,000円

区分 給料 退職手当 期末手当

町　長 744,000円 給料月額×在職年数×450/100

� 6月期1.475月
� 12月期1.475月
（特別職加算20％）

副町長 621,000円 給料月額×
在職年数×300/100

教育長 581,000円 給料月額×
在職年数×240/100

事業管理者 562,000円 給料月額×在職年数×240/100

広報あしや　2024.3 ⑳
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●
ミ
シ
ン
事
始
め

　
安
政
元
（
１
８
５
４
）
年
、ア
メ
リ
カ

の
ペ
リ
ー
提
督
が
、
第
13
代
将
軍
徳
川

家
定
へ
献
上
し
、
夫
人
の
敬す
み
こ子
（
篤あ
つ
ひ
め姫
）

が
使
用
し
た
ミ
シ
ン
が
、日
本
に
初
め
て

来
た
ミ
シ
ン
の
よ
う
で
す
。
民
間
で
は
、

ジ
ョ
ン
万
次
郎
が
母
親
の
た
め
に
購
入

し
た
の
が
、ミ
シ
ン
使
用
の
初
め
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な

る
と
、
軍
服
や
貴

婦
人
の
ド
レ
ス
を

製
造
す
る
た
め
に

ミ
シ
ン
が
普
及
し
始
め
ま
し
た
。ミ
シ
ン

普
及
の
初
期
は
海
外
製
の
ミ
シ
ン（
特
に

シ
ン
ガ
ー
社
）
が
主
流
で
し
た
が
、徐
々

に
国
内
生
産
が
始
ま
り
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
入
る
と
、
大
正
10
（
１

９
２
１
）
年
に
パ
イ
ン
裁
縫
機
械
製
作

所
（
現
、
株
式
会

社
ジ
ャ
ノ
メ
）
が

ミ
シ
ン
の
国
産
第

1
号
機
を
製
品

化
。
上
糸
と
下
糸

と
で
直
線
縫
い
を

す
る
「
小
型
手
廻

し
ミ
シ
ン
」�

の
量

産
が
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ

の
当
時
の
国
産
ミ

シ
ン
の
品
質
は
決

し
て
良
い
も
の
と

は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
時
代
に
入
る
と
、よ
り
品
質
の
高

い
ミ
シ
ン
の
製
造
を
目
指
し
て
、昭
和
３

（
１
９
２
８
）
年
に
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
創
業

者
の
安
井
兄
弟
に
よ
っ
て
、「
昭
三
式
ミ

シ
ン
」が
販
売
さ
れ
ま
す
。
麦
わ
ら
帽
子

の
縫
製
用
昭
三
式
ミ
シ
ン
は
、海
外
製
ミ

シ
ン
に
負
け
な
い
耐
久
性
を
持
ち
、利
用

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

●
戦
後
に
高
ま
る
ミ
シ
ン
需
要

　

家
庭
用
ミ
シ
ン
が
徐
々
に
普
及
す
る

中
、第
二
次
世
界
大
戦
の
開
始
と
と
も
に

家
庭
用
ミ
シ
ン
の
製
造
は
禁
止
さ
れ
、軍

用
ミ
シ
ン
の
み
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、終
戦
を
迎
え
る

と
、機
能
的
な
洋
服
を
手
作
り
す
る
人
や

洋
裁
を
仕
事
に
し
た
い
人
が
増
加
。そ
れ

と
と
も
に
、ミ
シ
ン
の
需
要
が
増
大
し
ま

す
。
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に
は
「
ミ

シ
ン
製
造
会
」
が
発
足
さ
れ
、国
産
家
庭

用
ミ
シ
ン
の
規
格
寸
法
が
初
め
て
統
一

さ
れ
ま
し
た
。
規
格
に
基
づ
い
た
国
産

家
庭
用
ミ
シ
ン
「
家
庭
用
Ｈ
Ａ
‐
１
型
」

が
、昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
製
造
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、国
産
ミ
シ
ン
は
海
外
へ
輸
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、１
９
５
０
年
代
に

は
、国
産
ミ
シ
ン
の
輸
出
割
合
は
50
％
を

超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
年
代
ま
で
は
足
踏
み
式
ミ

シ
ン
が
主
流
で
し
た
が
、昭
和
39
（
１
９

６
４
）年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

記
念
し
て
、ジ
ャ
ノ
メ
が
完
全
自
動
機
構

を
備
え
た
ミ
シ
ン
を
発
売
。重
量
も
従
来

の
半
分
の
軽
さ
に
な
り
、好
評
と
な
り
ま

し
た
。
１
９
７
０
年
代
に
入
る
と
、ミ
シ

ン
を
嫁
入
り
道
具
と
し
て
持
つ
人
も
多

く
な
り
、婚
姻
件
数
と
ミ
シ
ン
の
生
産
台

数
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

昭
和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
は
日
本

初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ミ
シ
ン
が
登
場
し
、

針
の
動
き
や
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
縫
い
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
っ
て
可
能
に
。

現
在
で
は
、「
自
動
糸
調
子
ミ
シ
ン
」
や

「
刺
繍
機
能
付
き
ミ
シ
ン
」
な
ど
の
高
機

能
ミ
シ
ン
が
登
場
し
、趣
味
や
販
売
用
の

作
品
づ
く
り
な
ど
、家
庭
で
幅
広
い
用
途

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
三
十
四

ミ
シ
ン
と
洋
服

温
か
さ
と
思
い
出
と
⑤

▼
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
頃
ま

で
咲
い
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
2
月
は
波な

み
か
け懸
大
橋
の
山
鹿
側
の

麓ふ
も
とに
梅
が
咲
い
て
い
ま
す
。
せ
わ
し

な
く
生
活
し
て
い
る
と
通
り
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
立

ち
止
ま
る
と
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
年
も
写
真
を
撮
り
に

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
那な

ぎ木
）

▼
９
ペ
ー
ジ「
す
く
す
く
育
て
あ
し
や

っ
子
」
今
回
の
テ
ー
マ
は
、子
ど
も
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
で
す
。親
に
似

た
の
か
、息
子
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
遊
ぶ

の
が
大
好
き
。
ま
だ
4
歳
な
の
に
と
、

あ
れ
こ
れ
心
配
し
て
い
ま
す
。ど
う
せ

見
る
な
ら
勉
強
に
な
る
も
の
が
良
い

の
で
、電
子
図
書
館
講
習
会
の
取
材
で

教
え
て
も
ら
っ
た
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
機
能
を
使
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。芦
屋
町
に
住
ん
で
い
て
図
書
館
の

利
用
者
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

手
続
き
な
し
で
遠
賀
郡
広
域
電
子
図

書
館
を
利
用
で
き
ま
す
よ
。�

（
野
中
）

▼
あ
ら
た
め
て
、
二
十
歳
に
な
ら
れ

た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
紙
面
の
撮
影
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
二
十
歳
の
時

は
、
北
海
道
の
大
学
か
ら
地
元
の
栃

木
に
1
日
か
け
て
帰
り
、
式
に
参
加

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
た
仲
間
と
の
喜
び
は
今

で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
輝
か
し
い
未
来

へ
進
ん
で
い
く
皆
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。�

（
手
塚
）

編

集
後
記

株式会社ジャノメのミシン
エンブレム

シンガー社のミシン
エンブレム

小型手廻しミシン

広報あしや　2024.3㉑
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１月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人61
人45死亡

人5
人12

令和６年１月末日現在 令和５年１月末日現在
人　口
男　性6,290
女　性6,658
世帯数6,443

人
人 6,396

6,744
6,461 世帯

人
人

世帯

12,948 人 13,140 人

歴史探訪バスツアー
「山と信仰～宇佐神宮と国東半島～」
　今年度のバスツアーのテーマである山と信仰にあわせ、日
本の歴史上で重要な出来事の舞台となった宇佐神宮や国東半
島などを巡ります。
▷�とき　３月 23日土・午前７時 20分役場玄関前集合
▷見学先　宇佐神宮ほか
▷�対象　町内外の人（中学生以下は保護者同伴）
▷定員　15人（事前申し込み先着順）
※応募は電話でのみ受け付けます。
▷�参加費　２２５円（資料代、保険料）
※別途、拝観料（５００円）・昼食代などが必要です。
▷事前研修　３月 16日土・午前 10時～ 11時
▷�申し込み　３月３日日～ 10日日・午前９時～午後５時に
芦屋歴史の里（☎２２２‐２５５５）へ

役場の組織体制が変わります
　４月から芦屋町役場の組織体制を見直し、
組織の名称や業務が一部変わります。
●企画政策課の体制見直しと主な業務

　�【企画係】　
　�総合振興計画、行政改革、都市計画、指定
統計、用途地域、地方創生の推進
　【シティプロモーション係】　
　�広報あしや、ホームページ、町のプロモー
ション、ふるさと納税
　【デジタル推進係】　
　情報政策、電子計算業務
●�「こども家庭センター」の設置
　�健康・こども課内に設置している、「子育
て世代包括支援センター（母子保健）」と、
「子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）」を
一体化した「こども家庭センター」を新た
に設置し、妊産婦や子育て家庭、こどもを
対象に一体的な相談や支援を行います。

※新体制の連絡先は、４月号でお知らせします。
▷問い合わせ　企画係（☎２２３‐３５７０）

３月まで

企画政策課 企画係

地方創生推進係

広報情報係

４月から

企画政策課 企画係

シティプロモーション係

デジタル推進係

春の宵、さくらコンサートin芦屋釜の里
　春の宵、夜桜の下、茶室でコンサートを行います。庭園の
ライトアップも行います。また、芦屋歴史の里も開館時間を
延長します。
▷�とき　４月５日金・６日土
　�【コンサート】第１回＝午後６
時～６時 45分、第２回＝午後
７時 40分～８時 25分
▷�演奏　加

か く
来洋

よう こ
子さん（ヴァイオ

リン）、山
やまね
根浩

ひろ し
志さん（ピアノ）

▷曲目　エルガー「愛のあいさつ」ほか
▷対象　小学生以上（小中学生は保護者同伴）
▷定員　各回 60人
▷�料金　大人・子どもとも１人１７００円（芦屋釜の里入館
料・呈茶料・芦屋歴史の里入館料を含む）
▷�申し込み　３月２日土・午前９時から、芦屋釜の里窓口ま
たは電話（２２３‐５８８１）で予約（先着順）
※予約は一度に４人までです。
※�会場では畳に座って鑑賞していただきます。いすが必要な
場合は、事前に予約をしてください。

【芦屋歴史の里開館】午後９時まで

春の特別呈茶
　桜咲く庭園の風情と抹茶を楽
しむ春の特別呈茶を行います。
▷とき　３月 29 日金～ 31 日
日・午前９時～午後４時 40分
▷ところ　芦屋釜の里大茶室
▷�内容　大茶室での呈茶（和菓子と抹茶）
※お点

てまえ
前はありません。

▷�料金　高校生以上５００円（入館料とお茶代）、中学生３
００円、小学生以下２００円（お茶代）
※令和５年度は、県の事業により小中学生は入館料無料
▷問い合わせ　芦屋釜の里（☎２２３‐５８８１）


